
1 

 

JAPLA 研究会 横浜関内会場 

2017 年 8月 5日 

鳥邊錬太郎 

「J 言語へのいざない」回顧録 

 

本ソフトウエアは、筆者が 1994 年に赴任先の台湾から 8 年振りに帰り、まるで「浦島太

郎」の如く、30 年ほどの時間をスキップしたかのような時代錯誤を感じたときに、Ｊに熱中して

いる義一郎博士からヒントを得て、発想し開発に取り掛かったソフトウエアです。 

この度、それ以来鈴木義一郎博士と過ごした、我々の佐久研究所が築後20年を経て、

かなりの部分が老朽化し、先生の蔵書、統数研時代の資料などを整理整頓していたところ、

Windows XP までの命であった本ソフトウエアの残骸が出てきたので、すでにその実態にお目

にかかる事の出来ない部分の一部を、ご披露させて頂く。 

ちなみに、2016年に JAPLA より、会員の皆様に配布させて頂いた、義一郎博士の著書

「統計解析へのいざない」は、博士が、本ソフトウエアの開発、販売にあたり、書き溜め原稿を

提供してくださったものです。 

本ソフトウエアの名称は「Planner’S 凄腕Ⅳ Matrix」という名称であり、統計解析ソフト

です。とにかく、８年間の台湾単身赴任は、帰国後の一般社会へのリハビリから始まりました。

たった、８年でしたがその間のギャップは大きかった。何しろ、バブル崩壊の兆しのころに、日本

を脱出。それまで、給料は毎年 10％前後の上昇を見ていましたが、ゼロ％近くとなり、見たこ

とのないテレビタレント、演歌歌手、流行り歌、等々。「今度の大河ドラマの…ちゃんは、前の

子よりいいね？」などと言われても、チンプンカンプンでした。本当に浦島太郎でした。 

 

Windows 3.1 と IBM5550 が日本中のオフィスに蔓延しだし、メインフレーム・マシーン相

手の仕事から、一変して台北、台中、台南、高雄、花蓮などの顧客をお相手の広告会社の

慣れない営業の仕事に明け暮れ、朝食は道端のコーヒー（咖啡）と揚げ餅（油條）、昼

食は弁当（便當）。そして、夜はお客様接待をしたり、されたりの中華料理や日本料理、そ

の後夜の接待で、カラオケ（卡啦ＯＫ）やクラブという単身赴任の苦しみを痛いほど味わった。

こんな 8 年間を目一杯過ごし帰国したのだから、しかも台湾も同じ時期に、日本のバブル崩

壊という激変に引っ張られようとしつつあった時代でした。 

8 年間で、すでに IBM5550 は消滅していた。企業内のメインフレームの端末は、ほぼ国

産の PC に置き換わり、PC 向けのソフトウエアが出回ってきたころでした。 

IBM の APL から、J まで、回顧の想いは尽きません。（次回へ続く） 
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統計解析ソフト「Planner’S 凄腕Ⅳ Matrix」 

 

佐久研究所で発見された、本ソフトウエアの「ヘルプ」 

 

本ヘルプには、義一郎先生の「現代統計学小辞典」（講談社 Bule Backs）が「Dr.義

一郎のワンポイント統計解説」として、収録されている。 
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